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歴 史上,著 名 な人物 を主人公 とした文学作 品 は,東 西 にかかわ らず数
多 くみ られ るが,AManfoyAllSeasons(1960)とい う作 品 も,イ ギ
リスの歴史上,ま た文学史上後世 に名 を残 した トマス・モア(SirThomas
More,1478-1535)を 主人公 とした戯 曲で ある。作者 ロバ ー ト・ボル トは,
1924年8月15日,マ ンチ ェスター近 くのセイル に生 まれ,そ の地の グラ
マー ス クール か ら,大 学へ と進 学 し,卒 業 後教師 とな り,そ の間 に,生
徒 の ため に児童劇 や,ラ ジオ ・ドラマ を書 いていた。 そ して,1957年,
FloweringCherryの 上 演成功 を機 に,教 職 を離れ,劇 作 家 としての道 を
歩 む ことにな り,以 後,TheTigerandHorse(1960),AManforAll
Seasons,GentleJack(1963),TheThwartingofBaronBolligrew
(1956),等 を発 表 して い る。 とりわ け,AManforAllSeasonsは,
映 画化 され さらに日本 におい て も上 演 され るな ど,彼 の才能が,イ ギ リ
スの文壇劇壇 に認 め られた一作 であ る。
史 実 によ ると,ト マス ・モ アは,法 律 家,ジ ョン ・モ ア を父 として,
1478年2月6日 にロ ン ドンで生 まれて いる。幼 い頃か ら,才 智 を認 め ら
れ たモ アは,1492年 オ ックスフォー ド大学 に進 み,こ こで初 めてギ リシ
ャ(・ ラテ ン)の 学芸 と出会 った。2年 後,彼 は,ロ ン ドンに戻 り,法
律家,政 治 家 としての基 盤 を固め,1504年 には,国 会議 員 となった。 し
か し,ロ ン ドン市民 の利益 を代表 して,ヘ ン リー7世 の無法 な要求 に反
対 した こ とによ り,公 職 を退 くこ ととな り,修 道僧 にな るべ く,厳 しい
修 行 の道 に入 った。この時期,イ ギ リスでは,大 陸 よ り遅れ た とはいえ,
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人文主義の学問が,次 第に広まりつつあり,モ ア も,こ の学問に深い関
心をよせ るようになっていた。 この新しい学問への道を選んだモアは、
僧侶になることをやめ,27歳 のとき,ジ ェーン・コル トと結婚 をする。
そしてジェーンが4人 の子供を産んで6年 後 に死亡する と,ア リス ・ミ
ドルトンと再婚 した。子供達の中でも,特 に長女のマーガレットは,モ
アに似た知性 と学識の持ち主で,そ の夫,ウ ィリアム ・ローバーは,後
に,モ アのすぐれた伝記を書いた。モアは,家 庭にあっては,教 育熱心
な父親で,そ の家庭 はなごやかな雰囲気 にみちみちていた という。
1509年 にヘ ンリー7世 が死ぬ と,モ アは,ヘ ンリー8世 の即位 を寿 ぐ
詩 を書いて再び公職 に戻った。1515年 アン トワープ特派使節 として,公
職による海外旅行の余暇を利用してUtopiaの 執筆を始め,翌 年完成 し,
刊行 をみるに至っている。この作品でモアは,原 始共産社会,戦 争の否
定,宗 教 の自由を唱え,今 日か らみても,ヒ ューマニズムにみちた優れ
た考えを打ち出しており,Utopiaは イギ リス文学史に忘れ得ぬ名 を残 し
ている。
また この頃,ヨ ーロッパでは,ド イツを中心 として宗教改革の気運が
高 まっていった。モアのように,カ トリック的信仰によってヨーロッパ
の統一を保 とうとする努力では追いつけぬほど,宗 教 と国家の対立は,
日ごとに大 きくなっていったのである。
ヘンリー8世 が,女 王キャサリンとの離婚問題をきっかけとしてロー
マ法王 と対立しはじめたのは,こ の頃であった。 この問題収拾に失敗 し
て失脚 した トマス・ウルジーのあとをついで,1529年 モアは大法官に就
く。しかし,ロ ーマ教会か ら離脱するという国家の方針に従 うことので
きなかったモアは,1532年5月19日 に大法官 を辞し,そ の後1年 間著述
を続ける。そして,最 後 まで自己の信仰 を捨てることのできなかったモ
アは,1535年7月6日,断 頭台で生命 を断たれたのであった。
II
AMan}oyAllSeasonsは2幕か ら構成されてお り,照 明 と簡単な舞
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台装置一 舞台には階段 とテーブル,イ スが置かれている程度 によ
って1幕 では7つ の場面,2幕 では9つ の場面が巧みに展開されてゆ く。
またこの場面 と場面をつなぎ話の進行にあたるのが,CommonManと
呼ばれる人物である。彼は,幕 が上がると,blacktightsに 身を包み小道
具 を入れた大 きなバスケットを前 にして立 っているが,劇 中,場 面 に応
じて,バ スケッ トの中から衣裳を取 り出し,身 につ けては登場人物の1
人 となって,そ の場面の状況や人物の説明 をし,場 面 をスピーディーに
転換 させている。
第1幕 の最初では,CommonManは,モ ア家の執事マシューとなり,
晩餐の支度を整 えた り,モ アの もとへ枢機卿ウルジーからのよびだし状
を届けた りするが,次 の場面では船頭の衣装を身につけ,ウ ルジーとの
会談を終えて,帰 途につ くモアを運ぶ。その後,再 び執事マシューとな
って,モ アの動向を探る者たちの質問に答 えた り,モ アと立場 を異にす
る者が密談する飲み屋の主人 ともなる。 しか も,CommonManは,場
面が変わる時の小道具や後片づけも一人でや り,ま たイギリス史の本を
読む形で,舞 台の外でお こった状況を説明し,数 年が経過 した次の場面
へ と話 をつないでゆ くなど,速 かに劇 を進行させてゆく。第2幕 では没
落 したモア家から離れた後,モ アが幽閉されている監獄の牢番 となった
り,モ アを国王にそむ く者 として裁 く法廷の陪審長 となったりするが,
最後の場面に至っては,死 刑執行人 となってモアの首を斬る役 をつとめ
るのである。
また彼は,時 として,登 場人物達への批判家 ともなる。たとえぼ,モ
アに仕える執事 となった ときには,モ アの性格や,買 収 に右往左往する
政治家に対 して,ま た舟頭に身を変 えた ときには,社 会体制に対 して,
一見ふざけた台詞の中にも皮肉の目をむけている。
この劇の幕切れ に,死 刑執行人のマス クをはず したCommonMan
は,
1'mbreathing...Areyoubreathing,too?...It'snice,isn'tit?
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Itisn'tdifficulttokeepalivefriends...justdon'tmaketrouble‐or
ifyoumustmaketrouble,makethesortoftroublethat'sexpected.
Well,Idon'tneedtotellyouthat.
Goodnight.Ifweshouldbumpintooneanother,recogniseme1).
とい う台 詞 を口にす る。 この よ うに時 と場合 に応 じて態度 を変 え,面 倒
な ことをお こさず に生 きて ゆ くとい う態度 は,モ アが最後 まで,自 分 の
信念 を変 えず,殉 教 者 として果 て た こ と とは対照 的 で あ る。Common
ManのCommonと は,私 達市民 の代表`commontousal1'2)と い う意味
なので ある。 つ ま りこの劇 で は,CommonManの 目を通 して,私 達市
民 の生 き方,考 え方 さ らに,社 会 に対 す る批判が顕 現 され てい る とい え
よう。
以上 の ように,CommonManの 役割 をみて くる と,彼 は,ギ リシャ
劇 に登場 していた コロス(chorus)の 機 能 を果 た してい る と考 え られ る・
コロス とは,元 来,劇 の前,あ るいは途 中で,観 客 の理解 を助 けるよ う
に話 の進行 に関与 した り,登 場人物 の性格や行動 を,市 民 の 目を もって
見 て ゆ く存在 で あった。CommorManは この劇 におい て現代演 劇 で忘
れ られ て い る一 つ の 劇 的 機 能 を効 果 的 に果 た して い る の で あ る。
CommonManの 導入 によ り,こ の劇 に現代 的 な視点 が附与 され よ り強
固 な リア リテ ィが加 わ る ことにな る。
III
ロー マ教 会 か ら袂 を分か つ とい う時代 の大 きな節 目に生 きた が ため
に,政 治 の世界 にかかわ らざ るをえな くな った知識人 モアの苦悩 を,こ
の作 品の中 に見 出す ことは容易 で ある。劇 の始 まった段 階で,既 にモ ア
は公職 につ き,王 の信頼 も厚 く,そ の名 は多 くの人 々 に知れ わた ってい
た。・だが,彼 は 自ら望 んで,こ の立場 に立 ったわけで はな く,
...,Iwascommandedintooffice;itwasinflictedonme....3)
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と言 ってい るよ うに,王 の懇 望 によって公職 についたので あ った。彼 は
本 心で は静 か な学究 的生活 に心 ひかれてい る。 この こ とは,実 社会で の
出世 を夢 みて いる リチ ャー ド ・リッチ とい う学生 に教 師 とな るこ とを勧
め る時 の 口ぶ りか ら,察 せ られ る。 つ ま り,リ ッチ は,教 師 が世間で の
名 声 をあ ま り期待 で きない仕 事 である と不満 を示 すの であるが,モ アは,
教師 には`aquietlife4)'が あ る と,感 憾深 げに言 うの である。 このよ う
に,書 斎 で の平穏 な生活 を望 みなが ら,政 治 の世界 へ と引 きず り込 まれ
た ことが,モ アの悲劇 の発端 とな った と言 え よう。
モアの意思 にかか わ りな く,歴 史 は非情 に進 んで行 く。 ヘ ン リー8世
は,ロ ー マ法 王か ら特 別な許可 を得て,ヘ ンリーの兄 の寡婦 キャサ リン
と結婚 したので あったが,彼 女 との間 には世継 ぎ となる男子が いなか っ
た。 そ こで,ヘ ン リー は,こ の こ とが聖書 で禁 じられてい る兄 の寡婦 と
の結婚 に対 す る神罰 で ある と考 え,さ らにア ン ・ブ リンとい う恋人 がい
た こ とも手 伝 って,キ ャサ リン との離婚 を,法 王 に働 きか けたので ある。
しか し,法 王 は,こ の離婚 を認 め よ うとは しなか った。その ため,モ ア
の周囲 は,宗 教改革 とル ネ ッサ ンス とい う激動の時代 を背景 として,宗
教 と政治 の衡突 の余 波 を受 けて あわ ただ し く揺れ動 くこと となったので
ある。
モアは,王 の離婚 を推進 す る枢機卿 ウル ジー に呼 び出 され,協 力 を要
請 され る。 ウル ジー は,国 家のた めに,世 継 ぎの必 要性 を説 き,モ ア に
政治 に携 わ る者 な らば,`yourownprivate,conscience5)'には,目 をつ
ぶ る ように迫 るので あるが,モ アは頑 な にそれ を拒 む。
Ibelieve,whenstatesmesforsaketheirownprivateconsciencefor
thesakeoftheirpullicduties...theyleadtheircountrybyashort
routetochaos.6)
と,た とえ公の立場 にあ って も,個 人が良心 を持 ち続 ける こ との重要性
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をモア は信 じて疑 わない。 この後 ウル ジー は,王 の離婚 の許可 をロー マ
法王 か ら得 る ことに失敗 したた め王 の不興 を買い,1530年11月29日,
大逆罪 の疑 いでロ ン ドン塔へ護 送 され る途 中死亡 して しまった。 その後
を継 いで,モ アが大法官 に就任 す るが,彼 は このよ うに政治 の中枢 に位
置 す るようにな って も,自 己の個人 の信念 を曲 げる ことを しなか った の
で あ る。
このモ アの信念 を覆 そ うと策略 をめ ぐらすのが,ク ロムウエル とい う
新進気鋭 の官僚 政治家で ある。彼 は,モ ア とは対照 的 に,有 能 で はある
が陰険 で冷 た く,時 代の流 れ に乗 って権力 に近づ き得 る人 間で ある。彼
は政治 につ いて,
...it'smuchmoreamatterofconvenience,administrativecon-
venience.Thenormalaimofadministrationistokeepsteadythis
factorofcQnvenience-7).
と,自 己 の信念 とはかか わ りな く,政 治 には便宜 とい う ものが重要で あ
る とす る考 えを体 得 してい る。
最初 は,一 介 の鍛治屋 の息子で しかなか ったク ロム ウエル は,彼 の こ
うい った考 えに よって,次 第 に頭 角 を現 わ し,ウ ル ジーの秘書 とな った。
さ らに,ウ ルジーが死 んだ後 には,ヘ ン リー8世 に仕 える身 とな り,枢
密顧 問官 に まで成 り上が る。 その間に も,イ ギ リスの外的事情 は,ロ ー
マ教会 か らの離脱 とい う方 向 に向か ってい った。
2幕 になる とモアの もとへ,イ ギ リスの宗教界 の ロー マ教 会か らの独
立 の知 らせが もた らされ る。 モ アは 自己の信念 のた めに,そ の方針 を承
認 す るこ とが で きず,自 ら大 法官 を辞 すので あ った。
Butwhatmatterstomeisnotwhetherit'strueornotbutthatI
believeittobetrue,orrathernotthatIbelieveit,butthatIbelieve
it.,.8)
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と言 うよ うに,彼 の内部 に は簡単 には打 ち砕 くことので きな い信念が あ
り,そ の聖域 には敵 も味 方 も,決 して踏 み入 れ させ なかったので ある。
妻 のア リスが,
Beruled!Ifyouwon'trulehim(King),beruled!9)
と,王 に従 うように,説 得 して も,モ ア は,
IneithercouldnorwouldrulemyKing.Butthere'salittle...
little,area...whereImustrulemyself.It'sverylittle‐lessto
himthanatenniscourt.10)
と,自 分 の内部 には,誰 に も侵す ことので きない領 域 それ は,た と
えち っぽけな もの であった として も が ある とい う心情 を吐露す るの
で あ る。 身内の どんな涙 も,こ の聖域 を崩す ことはで きなか った し,ど
んな に強 い敵 の脅迫 も,こ の信念 を揺が す ことはで きなか ったのであ る。
しか し,モ ア は向 こう見ず に,が む しゃ らに,自 分の信念 を押 し進 め
て行 くだ けの殉教者 ではなか った。 法律 に長 けたモ アは,
...insilenceismysafetyunderthelaw,...11)
と,自 分 の信念 を表 明 して法 に触 れる ような ことは しな いのであ る。 こ
のモア と対 照的な態度 を とるの は,モ アの娘マ ーガ レッ トの婿 ローバ ー
であ った。 以前の ロ ウパ ー は,カ トリック教会 の内部 の腐敗 に批判的 で
あった のだが,ロ ー マ ・カ トリック教会 か らの離脱 とい う事 態 を前 に し
て,今 や猪 突猛 進型 のカ トリック信者 とな って いたので ある。そ して,
彼 が,こ のイギ リスの事 態 に,真 っ向か ら不賛成 を唱 えよ う とした時,
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More:1'llkeepmyopiniontomyself,Will,
Roper:Yes?1'lltellyoumine‐!
More:Don't!Ifyouropinion'swhatIthinkitis,itgHighTreason,
Roper!lay
とい うふ うに,モ アは彼 を戒 めるので ある。以後,モ ア は頑 に沈黙 を守
る。 か といって,モ アは肉体 の死 を恐 れてい るのではな い。彼 が恐 れた
のは魂 の窒 息 精神 の死 だ ったのだ。
この頃,歴 史 の担 い手 が,封 建貴族 か ら,そ の下 の ジ ェン トリー と呼
ばれ る階級(中 小地主 ・法律家 ・医者 ・商人 な ど)に 移 ってい った。 こ
の劇 にお いて も,こ の状 況が反映 されてお り,そ の没落貴族 の代表 とし
てノー フ ォーク とい う人物 が登場 して くる。彼 は,鷹 狩 りや乗 馬 とい っ
た`akinglypastime13)'1こ 熱 中す る典 型的 な貴族 であ り,モ ア の友人 で
あった。
ノー フ ォーク は,モ アが 自己 の信念 を貫 くた めに,沈 黙 を守 るの とは
対照 的 な態 度 を とる。才能 の ある者 が台頭 して ゆ く時代 にあ って,昔 な
が らの貴族 であ る彼 の ような人物 が生 きの びて ゆ くた めには,大 きな権
力 の前 に膝 を屈 して しまわな けれ ぼな らなか ったのだ と言 えよう。
公 の立場 にい るモ アぼか りで はな く,家 庭人 としての モア も,こ の劇
には描 か れてい る。彼 には,再 婚 した妻 ア リス と,先 妻 の忘 れ形見 マー
ガ レ ッ トとい う娘が いた。家庭 にあってモア は,温 和 でユー モラスだが,
時 には厳 しい人 柄 の持 主で もあった。 そのモ アを,慕 い,理 解の まなざ
しを もって見 つ めているの は,妻 ア リスで はな く娘 のマ ーガ レッ トであ
った。 このア リスは,今 で こそ身分 ある女性 の地位 につ いてい るが,商
人階級 の出身で あ り,そ の こ とに関 して,強 い コンプ レ ックスを抱 いて
い る。1幕 において,ノ ー フォー クと,貴 族 の娯 楽 につ いて話 し合 って
い る場 面 で,彼 か ら,馬 に乗 れない ことを指摘 された彼 女の`AmIaCity
Wife?14)'と い う台詞 にあ らわれて いる ように,ア リスに は,こ の成 り上
が り者 意識 がつ きま とって離れ ないので ある。
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モアが,個 人の立場と,公 の立場 との間で板ばさみとなり,苦 しんで
いる時で も,彼 は自分が本当に考 えていることを家族の誰にも明かさな
かった。それは,家 族のことを信 じていなかったというわけではなく,
もし,彼 に反逆の烙印が押された場合,家 族に害が及ぶのを避 けたかっ
たためにほかならないからである。
やがて,モ アの家族は,モ アが大法官を辞任 したことによ り,没 落す
る羽目に陥った。召使い達 も離れていってしまい,か つては暖かかった
家 も,火 の気 もな く,食 事 も粗末な ものとなってしまった。このように,
最低の生活 に身をやつして も,モ アは,自 己の信念 を変えることなく,
自分に疑いがかからないようにと,沈 黙を守 り,最 善 を尽 くすのであっ
た。 しかし,モ アの周囲は,彼 の沈黙 を黙って見逃すことはできなかっ
た。モアの政敵は彼の沈黙に言葉に表わされる以上の批判を感じとるの
であった。
この後モアは幽閉され,反 逆罪の嫌疑の取 り調べ を受ける。その場 に
は,以 前の友人であ り,大 きな権力の前に屈服 したノーフォークや,時
代の波 にうまく乗 ったクロムウェルらが,列 席 していた。 この席におい
て も,モ アは沈黙を守るだけであった。
最終場面である法廷において,国 王至上命に宣誓するように,強 く求
められたモアは,個 人の美徳 と,人 間社会の政治の板ばさみになってい
たが,結 局,断 乎たる個人の美徳を貫いて,こ の宣誓を拒否 したのであ
る。愛する娘マーガ レットが,
Thensaythewordsoftheoathandinyourheartthinkotherwise15)。
と,忠 告するのも聞かず,モ アは断頭台への道 を歩んだのである。
IV
モアは,激 動の時代に生 き,さ らにその中で周囲か ら重要視されてい
た人物であったがために,自 ら望む ところの平穏な生活を送 ることはで
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きなか った。公 の生 活 にひきず り こまれ た彼 は,自 分 の信 じてい る事柄
と,公 の世界で の事柄 との間 に立 つ ことを余儀 な くされたので あ る。 し
か し,彼 は,公 の世界 のた めに 自己の信念 を捨 て る ことはで きず,ど ん
な強力 な力の前 に も屈す るこ とはなか った。 そのた め彼 の前 には死 が,
彼の家族 の前 には没落 の道が あるだ けだ ったので ある。 大 きな犠牲 を払
って まで彼 が守 りつづ けた 自己 の信 念 とは一体何 で あったのだ ろ うか。
AManfoyAllSeasonsはこの複雑 な問題 を一人 の人間 の外 と内 か ら ド
ラマの世界 に見事 に立体化 して いる。それ に して も時代 は移 り変 わって
も,モ アの ように,自 分 の信 じる道 を最後 まで,ま っ とうす る努力や態
度 は,私 達の心 に強 く問い訴 えか けて くるので ある。「君 たちは どう生 き
るのか」 と。
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